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【　分　布　】
日本国内では本州、四国、九州、南西諸島に分布します。
低山地や平地の落葉広葉樹林に生息しています。

【　生　態　】
成虫は7～8月にかけて見られ、エノキやサクラ、ケヤキの
樹上に現れ、木の葉を餌として生活します。メスは木の皮
の隙間に卵を産み、幼虫はエノキやコナラ、サクラなどの
朽木を食べ、2～3年かけて成長します。

【　特　徴　】
体長は約2.4～4.0cmで、金属光沢のある美しい緑色をし
ています。法隆寺が所蔵する国宝の玉虫厨子にはこの昆
虫の翅が装飾に使われています。多くの翅がはがれ落ち
ていますが、装飾部分全てに翅が用いられた場合、玉虫
厨子には4,542匹のタマムシが使われたことが推定され
ています。
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ヤマトタマムシ【タマムシ科】

成虫の体は緑色の金属光沢に輝きます。この光沢
は、見る角度により色が変化する構造色という仕
組みによるもので、天敵である鳥を寄せ付けない
防御策として機能していると考えられています。




